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第26号 

9月17日(火) 
  オリエンテーション 
9月18日(水) 
  入学式/卒業式 
9月19日(木)～10月2日(水) 
  秋学期 履修登録期間 
9月23日(月) 
  秋分の日（授業あり） 
10月3日(木)～10月9日(水) 
  秋学期 履修登録確認期間 
10月14日(月・祝) 
  体育の日（授業あり） 
10月19日(土) 
  TOEIC試験 
10月20日(日) 
  開学記念日 
10月22日(火) 
  即位礼正殿の儀（授業なし） 
10月24日(木)～10月30日(水) 
  秋学期 履修登録中止期間 
11月1日(金) 
  学園祭の準備（授業なし） 
11月2日(土)・3日(日) 
  学園祭「SGS Festa」 
11月4日(月) 
  学園祭の後片付け（授業なし） 
11月23日(土・祝) 
  勤労感謝の日（授業あり） 
12月7日(土) 
  TOEIC試験 
12月24日(火)～1月5日(日) 
  冬季休業期間 
1月6日(月) 
  秋学期 授業再開 
1月11日(土) 
  TOEIC試験 
1月13日(月・祝) 
  成人の日（授業なし） 
1月16日(木) 
  メモリアルデー（授業なし） 
1月22日(水)～1月28日(火) 
  秋学期試験期間 

写真① 昆明・上海研修 昆明・藤沢友誼館 

写真② 昆明・上海研修 

「上海の外灘（バンド）」 

写真③ 第4回 沖縄名桜大学研修 写真④ 台湾研修 

「真理大学での学生交流」 

写真⑤ 多言語メニュー作成支援 

藤沢市役内  

写真⑥ 多言語メニュー作成支援 

藤沢市役所内 

（藤沢市観光協会職員でSGS卒業

生の田邊輝宏さん） 

「さぁ～秋学期が始まりました！ 」 

 SGS Newsletter  第26号をお届けします。 

 秋の卒業式は9月18（水）に挙行され、新たに7名がめでたく社会人となりまし

た。これでSGS卒業生は合計948名となりました。さらに、入学式では留学生1

名、編入生1名の計2名を受け入れることができました。これで、2019年度の入学

者数は合計175名（昨年188名）となりました。交換留学生は、18名受け入れるこ

とになり、藤沢市と姉妹都市提携を結んでいる中国雲南省、昆明市（1981年～）

から5名、さらにはカナダのオンタリオ州ウィンザー市（1987年～）から1名の交

換留学生を受け入れることができました。今後、留学生を含めた秋入学生にはオリ

エンテーション等を通じて科目履修など出来る限りスムーズにSGSに溶け込めるよ

うお手伝いさせていただきます。さらに、もう半年もすると英語教職課程（英語科

目高等学校・中学校一種免許）およびゼミナールの3期生が卒業いたします。 

 2019年度のグローバルスタディーズ学部は、藤沢市、藤沢市観光協会との協力

連携をさらに強化する年になりそうです。その一環としてまず8月20日（火）から

26日（月）にかけて11名の学生を昆明・上海研修団（写真①②）に派遣することができました。今年は「湘南江の島

海の女王＆王子コンテスト」で「海の女王」に選出された3年生の石川舞さんも同研修に参加してくれました。この

活動は昆明市と藤沢市の、今後の観光の促進と留学生の交流促進につながることでしょう。今回の研修内容は、10月

7日（月）の第8回SGSシンポジウムにて簡単に報告させていただきます。このシンポジウムでは李専任講師の発表、

さらに寺島学長の基調講演がございます。 

 また、第4回目となりました沖縄名桜大学研修（写真③）では、例年通り平和学習、セーリング、沖縄の観光やイ

ベント、制度などについて名桜大学の先生方の講義を受けました。沖縄研修に関しては11月の学園祭中にパワーポイ

ント報告が行われます。この研修では、沖縄のインバウンドの三分の一は台湾からの観光客である、と授業で学び、

来年の春休みの台湾研修では今度はその理由を聞くことができます。SGSはこうした接点を大事にしていますので、

来年の春休み中に実施予定の藤沢翔陵高等学校との合同台湾研修に興味を持っていただければ幸いです。 

 さらに、9月5日（木）から9月10日（火）にかけて台湾研修を開催いたしました（写真④）。この研修では、22名

のSGS生が台北市淡水の真理大学にて英語で発表、さらには学生交流を行いました。また、故宮博物院を含めた名所

旧跡も参観しております。 

 2年前の6月末に立ちあげた「I Love 湘南 Project」の一環として「多言語メニュー作成支援」プログラムを8月7日

（水）から9月5日（木）、計15日間実施いたしました（写真⑤⑥）。このプロジェクトに参加した学生は、夏休みを

返上して頑張ってくれました。今年は22名の学生が参加し、その中でも1年生が8名頑張ってくれました。今年も藤沢

市役所の5階会議室をお借りして藤沢駅北口および南口のレストランやコーヒーショップのメニューを多言語化させ

ていただきました。 

 今後も多言語メニュー化を進めながら藤沢市北部の農産物や畜産業などの調査、江の島や藤沢に欧米人観光客を誘

致する活動、年明けの1月には「七福神めぐり」、2月～3月には「エノシマ・トレジャーハント」などの支援のため

の学生派遣など4つのプロジェクが動くことになります。 

 その他2019年8月25日（日）開催のセーリングワールド杯では、江の島のヨットハーバーに日本文化を紹介する

コーナーが設立され、そこにSGS生が作成した生け花を展示するプロジェクトに携わってくれました。 

今回が4回目となる「2019年ぶらりゴミ拾い」にも学生の参加を呼び掛けております。本学部としては、こうしたプ

ロジェクトに積極的に皆さんが関わることで社会人と接しつつ成長することを大いに期待しております。今年は、ロ

ピア様（スーパーマーケット・食肉専門店）が協賛してくださることになっております。 

 また、10月18日（金）には、（公益財団法人）湘南産業振興財団の『創業・新事業進出フォーラム』に3年連続で

参加させていただくことになりました。このフォーラムにおいては、上述した多言語メニュー作成支援プロジェクト

およびその他のプロジェクトなどの取り組みを紹介し、興味を示してくださる企業、団体を含め、産業界とともに地

域の問題に取り組み、願わくは問題を解決することによって支援の輪を広げることを目指しております。地元ととも

に藤沢・湘南地域での活動に貢献することが本学部の目的でございます。当然ですが、オリンピック・パラリンピッ

ク、セーリングのワールドカップの支援も全学的に取り組む所存でございます。 

 研究関連では、日本国際文化学会のICCO（文化交流創成コーディネーター）資格認定セミナーに今年は本学部から

4年生の坂本貴彦くん（写真⑦）が挑戦してくださいました。今後は3年次にこの資格認定を受けていたき、後輩を指

導していただければ幸いです。 

 最後になりますが、ご子息、ご令嬢の学習をご家庭でも見守っていただき、何か気になることがございましたら、

大学へご一報くださいますようお願いいたします。大学でしっかり対応させていただきます。これが少人数制の利点

ですので、最大限に活用していただければ幸いです。SGSは皆様とともに手作り感あふれる学生指導、充実した留学

制度、就職先の開拓などを視野に入れると共に地域貢献に取り組みながら進化していく所存でございます。 

 学部長  安田 震一 
        （ヤスダ シンイチ） 

       William Shang 
        （ウィリアム シャング） 

写真⓻ 日本国際文化学会 

ICCO資格認定セミナーで発表す

る4年生の坂本貴彦くん 



 令和元年９月18日(水)に卒業式と入学式を行いました。 

卒業式では、卒業生7名を盛大に送り出しました。式中には学部長が卒業生との思い出を語る場面もあ

り、本学らしいアットホームで手作り感あふれる式典になりました。 

 また卒業式後には、懇親会を行い、教職員と懇談し在学中の思い出話はつきませんでした。 

 入学式では新入生20名を迎えました。皆緊張した面持ちで臨んでいました。編入生1名、留学生1

名、交換留学生18名が本学で学びます。１日も早く本学での生活に慣れて多くの在学生と交流すること

を楽しみにしています。 

 新入生は入学式前日の17日(火)からオリエンテーションに参加し、19日(木)からは早速授業を受けて

います。 

 後援会定期総会・懇親会を開催 
 グローバルスタディーズ学部第11回後援会定期総会が、6月15日(土)1３時から湘南キャンパスにて

開催されました。 

 総会では、平成30年度の事業報告・決算報告・監査報告、令和元年度の事業計画と予算について審議

され、参加の皆様（委任状含む）のご承認をいただきました。また、令和元年度の役員および会長を後

援会役員会で選出された旨の発表があり承認されました。また副会長3名、監事2名、理事28名（常任

理事含む）の紹介がおこなわれ、総会は終了いたしました。その後、安田震一学部長による学部現況、

そして、成績関連、留学、就職関連、学生生活の部屋に分かれて個別相談会が行われ、有意義なひとと

きとなりました。 

 その後カフェテリアで懇親会がおこなわれ、会員の皆様、教職員が多数参加し、会員同士の親睦を深

めたり、教職員との懇談で充実した時間となりました。 

 秋卒業式と秋入学式   

 第10回市民講座を実施しました 

 藤沢市の協力のもと3週にわたり第10回市民講座「グローバルな視点を持って地域を考える」が湘南キャ

ンパスで行われました。藤沢市近隣の方合計68名が応募、延べ126名が受講し盛況のもと終了しました。 

 第1週:8月31日(土)講師:廣田敬則教授「地元の世界遺産を語るESD活動～語り部ジュニア活動の実践を

中心に～」 第2週:9月7日(土)講師:中澤弥教授「藤沢と近代の文学～その聖と俗をめぐって～」 第3

週:9月14日(土)講師:李崗専任講師「ICT技術の進化と観光の変化～スマートツーリズムの現在～」  

（写真は第2週の模様）   

 今年も11月2日(土)、3日(日)の二日間にわたり、学園祭を開催します。13回目となる今年のテーマは「Connection ～

繋がり～」です。学内に留まることなく地域の方々との繋がりも大切にし、最高の学園祭を創り上げたいという思いか

ら、このテーマを掲げました。 

 今年はAEP、サークル、ゼミ、外部団体に加え、有志での参加を募集した結果、交換留学生による出身国の文化紹介を

始め、30以上の団体による出展が実現しました。 

 また地域連携として、県大会で朝日新聞社賞（最高賞）、東関東大会で金賞を受賞した六会中学校吹奏楽部の演奏や、

藤沢市文化団体連合会による「伝統文化体験イベント」（箏、尺八の体験会）も予定しています。 

 他にもお笑い芸人やアーティストによるライブパフォーマンス、留学フォーラム、就職セミナー、講演会、ミ

ニ・オープンキャンパス、リサイクル本の提供等、幅広い世代の方々に楽しんでいただける内容を用意していま

す。学園祭成功へ向け、学生一同準備に励んでおりますので、是非ご来場ください。 

 ◇◆ 第13回学園祭『ＳＧＳ Ｆｅｓｔａ 2019』開催 ◆◇  

沖縄名桜大学研修の催行 

学園祭実行委員長 松本元紀 

 8月31日(土)から9月5日(木)までの6日間、多摩大学と包括協定を結んでいる沖縄県名護市の公立名桜

大学、および那覇周辺地域で「現代観光研究Ⅰ」の研修を実施しました。この研修の目的は、沖縄の文

化、歴史、観光産業のみならず、セーリング競技やオリンピックなど国際イベントの運営について講義

や実習を通して学ぶことです。 

 研修には8名の学生が参加し、引率は李崗先生と韓準祐先生が行いました。事前学習で沖縄の歴史や観

光について学んでいた学生は、名桜大学の先生による講義を受け、より一層沖縄に関する理解を深める

ことができました。また、ブセナテラスホテルを見学し、観光の現場でホスピタリティを体感しまし

た。本研修に参加した学生は、今後、各自が設定した沖縄に関連する研究テーマについてレポートにま

とめ、その成果を発表することになります。 

首里城にて 

名桜大学での講義 



2019年夏休み海外研修報告① 中国昆明・上海研修 

 8月20日（火）～26日（月）藤沢市の姉妹都市であり本学とも縁がある昆明市を舞台に研修を行いました。研修中、日中両国の大学生が学生生活な

ど日中両国の事情を紹介しあい、相互理解を深めました。また、日本語を学ぶ中国人学生に対して、浴衣や遊行寺盆踊りを体験していただきました。

中国の学生からは、藤沢市と昆明市が姉妹都市提携する契機となった聶耳（1912-1935年）の紹介や、月餅に関する故事の紹介、そして試食会など、

中国の歴史や文化に触れる機会を提供していただきました。さらに、雲南日本人会西澤会長のご協力により、光学機器工場を訪問しました。また、ア

ジア最大規模の花市場を訪問し、花の競りを見学しました。オリンピック・パラリンピックの紹介に関しては、学生各自が積極的に発表準備に向き合

い、2回にわたって英語でプレゼンテーションを行いました。研修後半では舞台を上海に移し、アジア有数の経済金融都市の姿を体で感じつつ、外灘や

上海ディズニーランドなどを見学して、無事に一週間の研修を終えました。学生達はキャッシュレス化の進展など中国経済の勢いに驚いたようで、今

後も5Gの発展がもたらす経済社会のさらなる変革について注視したいとの感想を抱いていました。 

第13回湘南台七夕まつり 
 7月1日(月)～7日(日)開催『第13回湘南台七夕まつり』において、本学部学生会組織のEPU(Event Promotion Union)が実行委員として参加しまし

た。また7月7日(日)特設ステージにて開催された「サマー・ユニバーシティ・フェスティバル」には、本学サークルの《音多摩(軽音楽)》と《Free 

Style Football＋TDC(ダンス)》が出演し、会場を大いに盛り上げました。 

 

国際交流センター 

湘南台灯籠流し 

 8月16日(金)開催『湘南台灯籠流し』において、本学部学生会組織のEPU

(Event Promotion Union)が運営補助として参加しました。台風の接近に伴

い天候が心配される中、地域の方々と協働し、イベント成功に向けて全力を尽

くしました。準備・片付けを含めた3日間で多くの方々と触れ合い、地域との

繋がりの重要性を再確認する機会となりました。 

図書館より 
 

 新学期の開始とともに、新しい本が多数入りました。 秋は何をするにもよい季節ですが、 図書館で「読書の秋」はい

かがでしょうか？ 

〔What’s New〕①2019年度前期 Library Patron Award が発表され、3名を表彰しました。今回の受賞者は3-4年生で

したが、ランキング外では1-2年生も健闘していました。後期は下剋上が起きるかもしれません！？皆さんのチャレンジ

を応援します！ 

〔What’s New〕②雑誌の書架が変わりました。最新号の書架が新しくなったほか、バックナンバーも取り出しやすいよ

うに改善しました。今年度から購入を始めた「SHONAN TIME」「TRANSIT」「旅の手帖」のほか、人気の「エア・ス

テージ」「CNN English Express」「留学ジャーナル」などもあります。雑誌コーナーで旬の話題を仕入れましょう！ 

〔What’s New〕③OPACに「館内のみ」の表示が出るようになりました。今まで「OPACで所蔵があったから借りようと

思って図書館に来たのに、「禁帯出」のシールが貼ってあって借りられなかった」ということもあったかと思います。

OPACで資料が見つかったら「館内のみ」と書かれていないかもチェックしてください。 

 

2019年夏休み海外研修報告② 台湾研修 

 9月5日(木)～10日(火)、22名の学生は教職員3名の引率のもと台北に赴きました。H.I.S台北支店では「海外で働く」をテーマにご講義いただき、

台湾の歴史・文化・観光産業を把握すべく「龍山寺」「台北二二八紀念館」「国立故宮博物院」「中正紀念堂」「九份」「野柳」などを訪問しまし

た。9日（月）には協定校の真理大学を訪問、英語でプレゼンテーションを行いました。内容は、東京2020オリンピック・パラリンピックのセーリン

グ会場となる藤沢市のことなど多岐にわたりました。多くの学生にとって初めての海外であり、しかも初めての英語プレゼンテーションで非常に緊張

しましたが、何度も練習した成果を発揮できました。その後は真理大学の学生さんに淡水を案内していただき、国境を越えて友情を深める素晴らしい

時間を過ごしました。 

今後の予定 

★学外イベント 

引き続き活発な活動を目指し、精力的に

取り組んでいきたいと思います。 



キャリア支援課 

表2：インターンシップ派遣先 

OPEN CAMPUS 2019 【事前予約で特典あり！】 
多摩大学のオープンキャンパスは、在学生によるプログラムや、実際の授業を体験できる模擬授業など内容が盛りだくさんです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前予約ページはこちら→https://www.tama.ac.jp/admission/go/opencampus/index.html 

【日程】 

10月27日（日）13：00～16：00 

11月2日（土）・3日（日） （学園祭同時開催） 
※湘南キャンパスのみ 

11月9日（土）・10日(日) （学園祭同時開催） 
※多摩キャンパスのみ 

11月24日（日）13：00～16：00 

 （2019年 9月 19日現在） 

建設業 （株）三技協 

製造業 エイム（株）、キーパー（株）、グラフテック（株）、（株）サムソン、日本サーモスタット（株） 

情報通信業 

（株）アナザーウェア、（株）エグゼクション、（株）エヌリンクス、（株）ギップス、サイバー

コム（株）、（株）ジェー・アイ・ピー、（株）東計電算、ドコモ・システムズ（株）、（株）日本

データスキル、ハマゴムエイコム（株）、ベイシス（株）、（株）Polestar-ID、ムトーアイ

テックス（株） 

運輸業、郵便業 
ＡＮＡエアポートサービス（株）、ＮＣＡ Japan（株）、（株）ＪＡＬスカイ、（株）スターフライ

ヤー、（株）ソラシドエア、東都自動車（株）、羽田空港サービス（株） 

卸売業、小売業 

イケア・ジャパン（株）、オーケー（株）、（株）キング・テック、クオール（株）、（株）ジョイカ

ルジャパン、（株）ジョイックスコーポレーション、（株）スズキ自販神奈川、（株）スズキ

自販湘南、（株）トゥモローランド、（株）トレジャーファクトリー、（株）羽田エアポートエン

タープライズ、（株） BH AUCTION 、（株）ピーアップ、ビジョナグループ、（株）二葉屋、

（株）ベルパーク、（株）ホンダカーズ神奈川東、三ツ輪産業（株）、（株）ワキタ 

金融業、保険業 
藍澤証券（株）、（株）アコム、いちよし証券（株）、ジョイリース（株）、東洋証券（株）、浜

銀ＴＴ証券（株） 

不動産業、物品賃

貸業 

（株）エイブル、グランディハウスグループ、（株）ニューライフオリジナル、（株）フロン

ティアハウス 

学術研究、専門・技

術サービス業 
（株）テクノプロ・エンジニアリング、（株）プラザクリエイト、（株）Ｍｉｎｄ Ｒｉｓｅ 

宿泊業、飲食サー

ビス業 

（株）赤坂エクセルホテル、（株）小田急リゾーツ、カールスジャパン（株）、（株）Glob、 

（株）ザ・キャピトルホテル東急、ザ・テラスホテルズ（株）、住友不動産ヴィラフォンテー

ヌ（株）、（株）ファーストキャビン、（株）ベストホスピタリティネットワーク、（株）三津浜観

光開発、メルパルク（株）、リゾートトラスト（株）、（株）ローズホテルズ・インターナショナ

ル 

生活関連サービス

業 

（株）エイチ・アイ・エス、ＫＪＣ・Ｇｒｏｕｐ（株）、（株）ＧｉＳＥＬＥ、（株）瑞鳳、（株）日本旅

行、（株）ニューアート・ラ・パルレ 

教育、学習支援業 （株）ＡＢＣ Cooking Studio、（株）さなる、（株）シェーンコーポレーション、（株）タネトネ 

医療、福祉 （株）サンケイビルウェルケア、医療法人湘美会、（株）ベネッセスタイルケア 

複合サービス事業 さがみ農業協同組合、横浜農業協同組合 

その他サービス業 

（株）ＫＥＮコーポレーション、ＪＬＬモールマネジメント（株）、シティパークアンドサービス

（株）、（株）セントメディア、（株）チェッカーサポート、日研トータルソーシング（株）、 

（株）モバイルコミュニケーション、ＵＴコンストラクション（株） 

表１：４年生（１０期生の主な内定先） 

4年生（10期生）の9月19日現在の内定率は61.2％です（表１）。企業からの求人状況は引き続き活況で、9月に入ってからも中堅・中小企業を中心

にまだまだ多くの求人、合同企業説明会の情報がキャリア支援課に届いています。秋学期はこれらの求人情報の活用、学内企業説明・選考会の実施、

さらに外部で開催される合同企業説明会への誘導、多摩キャンパスとの合同企業説明会への誘導などの他、個別支援を一層強化し、学生が満足できる

進路先決定を目標に卒業時ぎりぎりまでフォローしてまいります。 

3年生に対しては秋学期に大小合わせ約20回のキャリア支援講座を展開予定です。ホテル業界や航空業界、ハイグレードな接客サービス業を希望す

る学生向けのサービス・エアライン講座も開講します。また、夏季休業期間中には2、3年生が正課のインターンシップへ参加（表2）し、引き続き、職

業選択の幅を広げられるような支援とアドバイスを行ってまいります。 

  企業名   業種/分類 

1 いちよし証券株式会社 1名 金融業、保険業 

2 コーチ・ジャパン合同会社 1名 卸売業、小売業 

3 株式会社コルコバード 1名 情報通信業 

4 株式会社サンケイビルウェルケア 1名 医療、福祉 

5 
スクワイヤ外国法共同事業法律事

務所 
1名 専門・技術サービス業 

6 株式会社スズキ自販神奈川 1名 卸売業、小売業 

7 株式会社タウンニュース社 1名 広告業 

8 株式会社ティーエヌエス 1名 情報通信業 

9 
株式会社トータルオーエーシステ

ムズ 
1名 情報通信業 

10 
日本水産観光株式会社（鎌倉パー

クホテル） 
1名 宿泊業、飲食サービス業 

11 株式会社八芳園 1名 宿泊業、飲食サービス業 

12 公益社団法人藤沢市観光協会 2名 文化団体 

13 
認定 NPO 法人藤沢市民活動推進機

構 
2名 NPO 

14 藤沢商工会議所 1名 経済・文化団体 

15 北洋銀行 1名 金融業、保険業 

16 
株式会社ボディセラピストエー

ジェンシー 
1名 生活関連サービス業 

17 株式会社ロイヤルパークホテル 1名 宿泊業、飲食サービス業 


